
明書 (CYA‐731W)

このたびは 430MHz帯 高性能固定局スタックアンテナ (CYA-731W)を 御買い上げいただき

誠に有難 うございます。

本品は厳重なる品質管理により生産されておりますが、万一運送中の事故により破損がありま

したら取扱店にお中しつけ下さい。

特

*1
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長

特殊Xマ ウントの採用で重心の分散に成功し、 2点 支持としたため、長いブームにかか

わらず、プームのタレ、タワミを非常に小さくさせ安定度が抜群となった。

また、このXマ ウントの採用により分配器と給電部との距離を最短とし 電気的なロス

を少なくした。

平衡―不平衡変換には、従来より定評のあるシュベル トップ方式を採用し 放射器から

の電波のもれを無くしてあります。

エレメントホルダー アームクランフ(2セ ット)、プームクランプ(4セ ット)などの金

具は特殊アルミ合金鋳物 (ヒドロナリウム)を 使用し、高強度で軽量化することとしま

した。またヒドロナリウムは耐蝕性が特に優れ、 しん性(ねばり)が良い。

スタックアームのブームヘの取付方法が、通常の方法と違って、エレメントの先瑞方向

に突き出していないため、電気的障害を少なくし、理想的なビームパターンを生み出し

ています。

* 5
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組立方法

★ 1 ブームの接なぎ方
エレメント付きブーム 1、 ブーム 2、 プーム 3を それぞれ接なぎ合わせて、六角ボル ト (M5

×40)、スプリングワッシャ ナットで固定します。

このとき エレメントがプームの先端から見て同一線上にある様にブームの接なぎで調整 しな
がら

`子

ヽヽます。

ブーム 1、 プーム 2 ブーム3の 見分け方

ブー■ 1:給 電部とブームの先端にキャップが付き、プーム 2と の接続用パイプが既に付いて
いる。

ブーム 2:プ ーム 3と の接続パイプが既に付いている。

ブーム 3:ブ ームの先端にキャップがついている。

六角ボルト(M5X40) 
接続用パイプ /´

エレメントが一直線上にある

ブ ーム 1 ブ ーム 2 ブーム 3

★ 2 スタックアームの取付け
ナット(M6)

ナット(M0

スプリングワッシャ

六月ボルト(M6× 60)

六角ボルト (M6× 70)

スプリングワ′シャ

先程組上げたブームとスタック

アームをブームクランプ (ペア
ーで一組)及 びアームクランプ

で組み上げます。このときネシ

は仮止め (手で締まる程度)に

しておきます。
(注1)

スタックアームの両端に穴が明

いていますが、穴の大きい方が、

アームクランプの方向になりま

す。

★ 3 エレメントとスタックアームの調整

まだ使用していないスタックパ

イプをキャタッなどの上へ乗せ

て先程組込んだアームクランプ

を図の様に下へ垂らします。そ

してスタックアームとェレメン

トが90°になる様にしてブーム

クランプに付いているネジを本

締めします。

ナット(M6)

ナント(M6)

キャタツなど

エレメントがスタ′クアームと9o直 角になる様に

してブームクランプのネンを本締めします。

六角ボルト

ミJ篇
ルヤ

まだ使用していないスタックパイプ アームクランプ

スタックアーム

一―

ロ
ー
コ

一―

甲
占

一―

一
■

(M8× 70,

(M8)

NC(x)

アームクランブ

スタックアーム(注 1
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エレメント



☆4 スタ ァク′ヾイプの取付

先程、手で締め付けておいたア
ームクラィプのネジを,緩めて、

スタックパイプを差 し込み、六

角ボル ト(M8× 80)とスプ リン

グワ ′シャ ナットで締め付け

ます。また取付金具 も図の様に

取 り付けます。

ナット(M8)

ナット(M8)

スプリングワ′シヤ (M8)

六角ヽルト(M8×80)

小さい方のU字 ボルト

スプリングワッシャ(M10)

争評11,躙缶)

スプリングワッシャ (M10)

ナット(M10)

ナット(M10)

大きt 方ヽのU字 ボルト Og

★ 5 ケーブルの沿わせ方

エレメントホ,レダーに付属 して

いるケープルクランプを十字 ド

ライバーで外 して、8D― FBの

ケーブルがケーブルクランプの

中でグラグラしない様に自己融

着テープを丁度ケーブルクラン

プに入るくらい巻| てヽ締あつけ

ます。このときエレメントが動

いたときは 左右同じ長さにし

てください。

| ■|  ._

―ルテープ

∫

―

自己融着テープを巻く

給電部から分配器までの同軸ケープルをより大いケーブルを使用する場合は、ケープルの長さ
を2本とも同じ長さにして下さい。
コネクターはすべて自己融着テープを巻き、その上からビニールテープを巻いて防水処理をし
ます。

なる場合は自己融着テープは巻
かない。)

|

|

[

け ¨
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組立図及びパ ーツ リス ト

同軸ケーブッレ
(8D―FB 23

2分 配器 (CA 430N 2)

ググ

`チ

レ/

取付金具

スタックアーム

ブームクランプ

ブーム 3

☆エ レメントの長さ及び間隔 (単位 :mm)

D29  D28  D27

270     270     270

D26  D25  D24  D23

270     270     270     270

てスタックパイプ

ブ ー ム 1

(26m+結 び しろ)

/
＼

ヽ

13m(但 しθ‐30・の場合)

ヽ

ヽ

θん`

赤色マークがT

D19 D18 D17 D16

272 5   272 5   272 5  272 5

ヽ

ヽ
ヽ
ビ

ブ ーム 2

D22  D21  D20

270     270     270

Ｔ
一

２

アームクランプ

口

Ｈ
］
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可
A

―――は 3 mm-5 mmfi度

のクレモナロープあるいは、

十イElンローフ.
―……のステーはIFに取 り

イ十ける必要はないがブーム

のたわみが気になる場合

ブームクランプの水ぬき穴

から お手持ちのポールヘ

吊り上げます.仰 角ロータ
ーを使月iする場合には ス

テーは取 らない。

) 1 5  D 1 4  D 1 3

72 5  272 5   2,5

D 1 2  D  l l  D  1 0  D 9

275     275    275    280

D8 D7 D6

285     285    285

D 5  D 4 D 3
290    295   005

322

D2DlP R

310   325    370

番号 口
＝ 名 数量

1-1 ブーム1(エレメント給電部、接続パイプ付) 2

1-2 フーム 2(エ レヘント、接続パイプ付) 2

1-3 ブーム3(エ レメント付さ) 2

1-4 六角ボル ト (M5×40) 8

1-5 1ス プリングワッシャ (M5) 8

1-6 ナット (M5) 8

2 スタックアーム (38φ) 4

3 スタックパイブ (42φ) 1

4-1 ブームクランプ (アル ミ合金鋳物)    4組

4-2 六角ボル ト (M6× 60) 8

4-3 六角ボル ト (M6× 70) 8

4-4  スプ リングワッシャ (M6) 16

4-5  ナット (M6) 32

5-1 アームクランプ (アルミ合令鋳物) 4

5 - 2 六角 ボル ト (M8× 70) 4

5-3 六角ボル ト (M8× 80) 8

5-4 スプ リングワッシャ

"8)

12

5-5 ナット (M8) 24

6-1 取付金具 (]宇 令具付) 1

6-2 角U字 ボル ト (M10-75-85-35) 2

6-3 角U字 ボル ト (M10-60-70-30) 2

6-4 スフ リングワッシャ (M10) 8

6-5 ナット (M10, 16

7-1 同軸ケーブル (8D FB 2 85m) 2

7-2 2分 配器 (CA-430 N 2 ) 1

添付品 ビニールテープ 1

添付品 自己融着テープ 1

添付品 六角レンチ (1寸辺 2 5mm) 1

73 120
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☆スタ /クアンテナの取付支IL径☆

時間最大風速45m/secで圧力配管用炭素鋼

鋼管 (STPG38)を 使用した場合の大さと

肉厚による許容高さ。

486φ×37tのとき……13m以 ド

486φ×45tのとき……15m以 下

486φ×51tのとき……16n以 下

605φ×39tのとき……21m以 下

605φ×49tのとき……25m以 下

605φ×55tのとき……27m以 下

規  格

周  波  数

インピーダンス

利     得

電     力

s   Vヽ   R

コ ネ ク タ ー

ブ ー ム 長

ス タ ッ ク間 『尾

取 付 支 柱 径

重     量

受 風 面 積

lll  風  速

受  風  圧

回 転 半 径

1 5

1 4

1 3

1 2

1 1

1 0

Ｓ

Ｗ

Ｒ

ｌ
ｌ
ｌ

:430～ 44004Hz

:50Ω

:25 5dBi

: 300 Vヽ

: 1 5以 下

:N― J

:65m

:24m

i 4 8φ～64φ

:20 9kg

:089ゴ (最大方向正面より86度)

:瞬間最大45m/sec‐

1 79kg(但しV‐45m/sec C=07)

:397m

ヽ

一
V

435

周波数

440

(MHz)
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SWR特 性

垂直偏波水半面指向性 水平偏波水平面指ll●性



2列 2段 の場合

2列 2段 の場合はスタノクアンテナ 2本 と その中の 次のものが変更になります。
7-1 同軸ケーブル (8D― FB 2 85m)4本

→ 8-1 同軸ケープル (8D― FB 4 10m)4本

7-2 2分 配器 (CA-430N2)2個

→ 8-2 4分 配器 (CA-430N4)1個

アンテナの組立は スタックアンテナと同じですよ

１
■

ｌ

ｌ

ｌ

☆取付支柱径 (2列 2段のとき)

圧力酉こ管用炭素鋼鋼管
(STPC)を使用する場

合は、50A(605φ ×

55t)の パイプの中ヘ

40A(486φ ×5 1t)を

入れて二重パイプとし

て使用します。

245i

605φ×55tと

486φ×51tの二重パイプ

S T P G 3 8の場合 12m以 下

STPC42の場合 15m以 下
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☆ケープルの処理★

上のアンテナ

同軸 ケーブル

(8D― FB 4 1m)

4分 配器 (CA-430N41

ビニールテープ

上下間隔 245m

規格 (2列 2段 )

周  波  数 :430～440MHz

インピーダンス :50Ω

1   ■

ホ1

,こ

S    Vヽ

得 :28 5dBi

力 :300W

Rl15以 下

下のアンテナ

(注):放 射器は上下 とも赤マークが下になる様に取付けます。

Ｓ

Ｗ

Ｒ

1 5

14

13

1 2

1 1

ヽ / ヽ

10編
435             440

周,皮数(MHz)

SWR特 性

コ ネ ク タ ー :N― 」

ブ ー ム 長 :65m

ス タ ック間隔 :24m

上 下 間 隔 :245m

取 付 支 柱 径 :48φ-64φ

重 里 : 42 6kg

受 風 面 積 :089“ X2(最 大方向正面より86度)

耐  風  速 :瞬間最大45m/sec

受  風  圧 :79kg×2(但 し V=45m/sec C=07)

回 転 半 径 :397■

垂直偏波水平面指向性

水平偏波水平面手旨向性
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性能向上のお、予告なく外観、仕様を変更する事があります。


